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一般社団法人びっくりエコ研究所

（ 第 期 ）

自

至

令和

令和



円

貸 借 対 照 表

一般社団法人びっくりエコ研究所

負 債 の 部

科　　　　目 金　　　額

資 産 の 部

科　　　　目 金　　　額

円

令和  6 年  3 月 31 日現在

【         】 【 】【 】【         】 15,999,589流 動 資 産 流 動 負 債 8,063,544

3,122,319現 金 及 び 預 金 未 払 金 4,730,669

12,955,000未 収 入 金 預 り 金 5,575

;77,730貸 倒 引 当 金 未 払 法 人 税 等 70,000

未 払 消 費 税 等 3,257,300

負 債 の 部 合 計 8,063,544

純 資 産 の 部

【         】 【 】株 主 資 本 7,936,045

（           ） （ ）利 益 剰 余 金 7,936,045

繰 越 利 益 剰 余 金 7,936,045

純 資 産 の 部 合 計 7,936,045

15,999,589資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計 15,999,589



一般社団法人びっくりエコ研究所

損 益 計 算 書

自 令和  5 年  4 月  1 日

至 令和  6 年  3 月 31 日
単位 円

【         】純 売 上 高

受 託 事 業 収 益 45,000,000

そ の 他 収 入 4,944,000 49,944,000

売 上 総 利 益 49,944,000

【                    】販売費及び一般管理費

広 告 宣 伝 費 176,000

給 与 手 当 17,881,600

報 酬 1,017,660

賃 借 料 2,120,250

印 刷 製 本 費 138,050

消 耗 品 費 1,503,306

旅 費 交 通 費 2,491,574

手 数 料 111,155

租 税 公 課 3,279,600

交 際 接 待 費 59,240

通 信 費 195,613

諸 会 費 1,100

出 向 料 13,710,950

共 同 実 施 費 3,000,000

研 修 費 20,000

業 務 委 託 料 3,588,000

地 代 家 賃 1,782,000 51,076,098

営 業 損 失 1,132,098

【           】営 業 外 収 益

受 取 利 息 76

雑 収 入 500,001 500,077

経 常 損 失 632,021

【         】特 別 利 益

貸倒引当金戻入 101,500 101,500

【         】特 別 損 失

貸倒引当金繰入 77,730 77,730

税引前当期純損失 608,251

法人税、住民税及び事業税 70,011

当 期 純 損 失 678,262



一般社団法人びっくりエコ研究所

個 別 注 記 表

自 令和  5 年  4 月  1 日

至 令和  6 年  3 月 31 日

Ⅰ. この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

Ⅱ. 重要な会計方針に係る事項に関する注記
１. 引当金の計上基準
　　貸倒引当金　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について法
　　　　　　　　　　　人税法の規定による法定繰入率により計上するほか、個々の
　　　　　　　　　　　債権の回収可能性を勘案して計上しています。

２. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
　　　消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。


